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一級建築士登録

田中　富士夫

222551A2：－

A3：－
Ｓ－０１

印は適用事項を示す。

構造設計概要
印は採用項目を示す。

３．適用図書 ７．鉄筋コンクリート工事１． 建物概要

（１） 工事種別　　 基礎(1)
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事　共通仕様書

新築 増築 増改築 改築
日本建築学会　各工事技術指針 （鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説)

直接基礎（２） 構造種別 場合は基礎構造の設計変更をする場合がある。
日本建築センター　各設計施工指針

鉄筋コンクリート造 （ＲＣ） 基　礎　形　式
適用箇所 備　考

独立 布 ベタ鉄骨造 （Ｓ）

鉄骨鉄筋コンクリート造 （ＳＲＣ）

壁式鉄筋コンクリート造 （ＷＲＣ）

木造 （Ｗ） ４．地盤調査

階数（３）

（１）　地盤調査資料

（　 敷地内　　 近隣）　　　有　（４） 屋上付属物 ※支持層及び構成地盤の確認を行い監理者に報告すること

ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験広告塔 ｋＮ キュービクル ｋＮ高架水槽

水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理探査 平板載荷試験 くい地業 杭の施工計画書の提出 杭の施工結果報告書の提出

　無　　 場所打コンクリートぐい（５） 増築計画

有 無 （２）　地盤調査計画（調査資料がある場合の再調査を含む） 径
工　法 備　考本数

（ｍｍ）（６） 付帯工事 近隣）　　（　 敷地内　　　有　

　アースドリル擁壁 門 ．塀 立体駐車場 静的貫入試験 標準貫入試験ボーリング調査

NKTB土質試験水平地盤反力係数の測定 物理探査 平板載荷試験

NKTB + ACE（７） 特殊荷重 調査計画内容 （本工事に 含む 含まない）

エレベーター （ , ） 調査深度 ｍ 調査数 ヶ所

受水槽 ＫＮ 天井クレーン （ ton ） 　無　　

既製ぐいダムウェーター
径種別 杭長 本数（８） 設計ルート Ｎｏ． （孔　内　水　位 ｍ ）１ 種　　類 符号 工　法

（ｍｍ）（種） （ｍ） (ｾｯﾄ)
標　準　貫　入　試　験Ｎ度深 　鋼管杭値

４０ ５０１０ ３００ ２０ 　ＰＨＣ杭

　ＰＲＣ杭２．使用構造材料

　ＳＴぐい

　ＳＣぐいコンクリート（１）

砂、砂利、割ぐり、捨コンクリート地業

厚　さ　（ｍｍ）
適　用　箇　所種　　類 備　　考

適　用　箇　所 砂利 捨コン備　　考 砂 割ぐり
２４ ３０普通 １５ １８ ２１軽量

１８

註：砂利、割ぐりは砕石を含む。

６．

（下記の結果は、後日工事監理者に報告する事。）

備　　　　　考項　　　　　目

地

無有(Fc=27以上)

鉄　　筋 業(２)

材　　質 継　　手 コ
備　　考径 ン圧接 重ね 溶接

ク
リ
｜
ト

鉄
鋼　　材（３）

筋材　　質

鉄

骨

１００ ％社内

高力ボルト（４） 註：摩擦面のすべり係数値は０．４５以上とする。

形　　状 等　　級 使　用　サ　イ　ズ
適　用 備　　考

％AOQL 4 第6水準第三者　　工場 現場　100％

ロープ式　　　油圧式

セメント　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｒ５２１０　普通ポルトランドセメント

水　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ５３０８　

骨材　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ５００５　

混和剤　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ６２０４　

土間コンクリート

捨てコンクリート

２設計基準強度 ／Ｎ ｍｍ
スランプ

ｃｍ

強度区分の異なる部位を同時打設する場合は強度の高い方を採用すること。

寒中・暑中コンクリートの実施適用は気象条件及び立地条件、その他を考慮する事。

調合監理強度は設計基準強度及び耐久設計基準強度の大きい方の値に構造体強度補正値を加えた値以上とする。

高性能ＡＥ減水剤の使用

重ね継手は監理者の承認を得ること

ＳＤ３４５ ＳＤ３９０

Ｄ１０～Ｄ１６

Ｄ１９～Ｄ２２

適　用　箇　所

通しダイアフラム

内ダイアフラム

間柱

小梁類

下地類

SS400 ABR400 SN400B SN400C SN490B SN490C BCR295 STKR400 STK400 SSC400

ＪＩＳ型 トルシア型
※

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２Ｓ１０Ｔ Ｆ８Ｔ

回／㎝
地　質　名

１

５

１０

１５

２０

２５

５．地業工事

註：実施にあたり地耐力、くい耐力が設計地耐力、くい耐力と相違する

（ＧＬ―ｍ） （長期，KN／本 ）

基礎深さ 設計地耐力

設計くい耐力

(長期,kN/本)

主な試験、検査

採用

平板載荷試験

くいの載荷試験（鉛直）

試掘　箇所数及び位置は監理者と協議の上決定すること

ためし練り試験

圧縮強度試験

打込み直前における品質検査（塩化物量、スランプ、空気量、

温度、単位容積重量、強度推定のための圧縮強度）

材料試験

ガス圧接工技量確認試験

ガス圧接部引張試験

ガス圧接部超音波探傷検査

材料試験

工場溶接工技量確認試験

高力ボルトのすべり係数試験

工場溶接部の超音波探傷検査

工事場溶接工技量確認試験

工事場溶接部の超音波探傷検査

レミコンの標準品は行わない

供試体による

径毎及び1検査ロットにつき3本

鉄筋圧接部の検査（※）は係員と協議の上、どちらかを選択する。

鉄骨溶接部の超音波探傷試験について

検査機関

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者、工事施工者が受け入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社を言う。

現場溶接部については、原則として全数検査を行う。

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５による。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度もしくは耐久設計基準強度のうち、大きい方の値とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得る事。

鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋継手のガス圧接は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

施工（コンクリート、鉄筋、型枠等）はＪＡＳＳ５及び建築工事監理指針に準拠すること。

基礎

土 間

充分、転圧の上施工すること。

充分、転圧の上施工すること。

※柱状地盤改良長が1.0m未満となる場合はラップルコンクリート地業とすること

先端深さ 設計くい耐力

（Ｇ．Ｌ―ｍ） （長期，ｔ／本）

※杭ズレ150mmまでは監理者の承認により図面通り施工可とするが監理者の承認を得ること。

基礎・スラブ

角型鋼管

Ｈ型鋼(柱・大梁)

アンカーボルト

ベースプレート

筋交い

Ｍ１２

構造体強度補正

ＳＤ２９５

城東地区コミュニティセンター建設等工事 構造設計概要

30kN/㎡1.11基礎

120

Ｓ－０８参照

１８

１５

50、100100

R5.1

地上 1階

Ｘ方向：ルート 1-2（許容応力度計算）　　　Ｙ方向：ルート 1-2（許容応力度計算）

１０．その他

諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

軽量鉄骨天井下地は公共建築工事標準仕様書（平成３１年版）による。

工事監理者が行う検査（監理者の承認の上、省略も可）

鉄骨工事は、日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

による。

工事監理者の承認を必要とするもの

錆止め塗装

製作工場

製作要領書

工作図

施工計画書

溶接工事作業計画書

材料規格証明書

現寸検査

組立・開先検査

製品検査

建方検査

ＪＩＳ　Ｋ５６７４、２回塗りとする。

ＪＩＳ　Ｈ８６４１　溶融亜鉛めっき（部位は意匠図参照）

スタッド溶接

日本建築学会制定の「スタッド溶接工技術検定試験」に合格した有資格者とする。

溶接完了後、ハンマーにより１５度打撃曲げ試験を行う。

本数は１００本又は梁・柱材１個に溶接した本数のいずれか少ない方を１ロットとし

１ロットにつき１本とする。

外部ＤＰ塗装は、JISK5522+JISK5551（2回）

建設省告示第１１０３号による認定工場は　J　グレード以上とすること。

　■　型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。

８．型枠工事

９．鉄骨工事

種類

部位

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

コンクリートの

圧縮強度

リート

の材令

(日)

存置期間

の平均気温

セメント

の種類

100％85％

設計基準強度の

設計基準強度の50％※　50N/mm2

282815161085

28251210653

281786432

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

梁下スラブ下スラブ下、梁下基礎、梁側、柱、壁

支　　柱せ　き　板

　　　表9.7　型枠存置日数　　　　　昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号）

※JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては5N/mm2以上、長期及び超長期の場合

　は10N/mm2、また高強度コンクリートの場合は10N/mm2以上。

注)３支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注)６直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替えを行わないこと。

注)４盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注)５支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。

注)７支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないよう

　   に行うこと。　

コンク

注)２大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注)１片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の確認及び承認による。
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ｄ

Ｒ

Ｒ

ｄ

８
ｄ
以
上

（２）

Ｃ

２．鉄筋加工、かぶり

（１） 鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度 １８０゜ １３５゜ ９０゜

４ｄ以上 ６ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（４ｄ以上）

ＳＤ３４５のＤ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

鉄筋の余長

の末端部またはスラブと同時に打ち

込むＴ形およびＬ形梁のキャプタイ

にのみ用いる。

余 長
余
長

Ｒ Ｒ

余
長

Ｒ

ｄ ｄｄ

ｄ キ ャプ タ イ

図

図 鉄筋の種類 鉄筋 の 折曲 げ内
のり 寸 法（ Ｒ）

鉄筋 の 使用 箇
所に よ る呼 称

スパイラル筋

あ ば ら 筋

帯　　　　筋

上記以外の鉄

筋　　　　　

鉄筋 の 径に よ
る区 分 　　 　

ＳＲ２３５、ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

ＳＲ２３５、ＳＤ２９５Ａ

１ ６φ

Ｄ １６
以 下

以 下

１ ６φ

Ｄ １６
以 下

１ ９φ

Ｄ １９

１９ φ ～２ ５ φ

Ｄ１ ９ ～Ｄ ２ ５

２８ φ ～３ ２ φ

Ｄ２ ９ ～Ｄ ３ ８

３ ｄ以 上

４ ｄ以 上

６ ｄ以 上

８ ｄ以 上

構造図に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）

（１）

記号

折曲げ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

１．一般事項

＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｌ…中心線　　ｌ。…部材間の内法距離　　ｈｏ…部材間の内法高さ

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…補強帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、

＊片持スラブ上端筋の先端

鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

３㎜以下

ｄθ

θ＞８０゜

ｄ １．４ｄ以上

１．２ｄ以上

ｄ／５以下

圧接面
圧接面

ｄ／４以下

ａ≧４００
１．５　　以上 約０．５Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１

かぶり厚さ

圧接面

１．　末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２．　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３．　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

４．　Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

５．　鉄筋径の差が７㎜を超える場合は、圧接としてはならない

かぶり厚さ （単位：㎜）
部 位

土 に 接 す る 部 分

土 に接 し ない 部分

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁

屋 根 ス ラ ブ

柱

耐 力 壁

は 　 　 り

基 礎 ・ 擁 壁

擁 壁

屋 内

屋 外

屋 内

屋 外

柱・はり・床スラブ・耐力壁

設計かぶり厚さ

（ ㎜） （ ㎜）

最小かぶり厚さ

３ ０

４０

４０

５０

５０

５０

７ ０

４ ０

４ ０

６ ０

３０（２０）

４０　（３０）

（４）

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

ひびわれ誘発日地部など鉄筋のかぶり、

ガス圧接形状

圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする）

継　　手

（１）

（１）

（４）

（４）

（２）

（３）

３０ ２０

［注］　（１）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事管理者の承認を受けて

３０㎜とすることができる。

（２） 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事管理者の承認を受けて

４０㎜とすることができる。

コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事管理者の承認（３）

を受けて４０㎜とすることができる。

軽量コンクリートの場合は、１０㎜増しの値とする。（４）

（５） （ ）内は仕上げがある場合。

土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。（５）

鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）

鉄筋の種類

定着の長さ

一般（Ｌ　）

小　梁 スラブ

重ね継手の長さ

（Ｌ　）

特別の定着及び

下ば筋（Ｌ　）

２

３

１

（N／mm )　　
２

基準強度の範囲

クリ－トの設計

普通、軽量コン

[注]許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は梁主筋の柱への定着は40dとする

SD390
40dまたは30dﾌｯｸ付

40dまたは30dﾌｯｸ付

45dまたは35dﾌｯｸ付

18以下 40dまたは30dﾌｯｸ付

SD345

21

21

24,27

30～ 36

24,27

24,27

30～ 36

27～ 36

45dまたは35dﾌｯｸ付

25d　または

15d　ﾌｯｸ付

10d　かつ

150mm以上

40dまたは30dﾌｯｸ付

35dまたは25dﾌｯｸ付

35dまたは25dﾌｯｸ付

45dまたは30dﾌｯｸ付

40dまたは30dﾌｯｸ付

35dまたは25dﾌｯｸ付

SD295A

SD295B

間隔

あきｄｏ ｄｏ

φ

１
．

５
φ

ｆ

１
５

０

５
０

１５０

４５゜

φ

φ

Ｌ
２

Ｌ
２

φ

Ｄ

Ｄ

ｂ ｂａ

ｄ

４５゜

１

４ｄ全長

２
０

ｄ
以

上

４０ｄ （片側）

かぶり厚さ

２
０

ｄ
以

上

２０ｄ

ＬＣ

間隔

あきｄ ｄ

ＬＣ

ＬＣ

（両側）

補強筋

基礎下端

基礎下端

３－Ｄ１６

コンクリ－ト止め板

ＨＯＯＰ＠１５０

ＨＯＯＰ＠１５０

杭頭処理

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

杭
主

筋

以
上

へりあき２００以上

１
０

０
８

０
０

～
１
０

０
０

４
０

ｄ
φ

杭間隔は２×φかつφ＋１０００以上

ＣＬ

重
ね

継
手

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

スペ－サ－

フラットバ－＠３，０００

（各４ヶ所）

主筋のかぶりは

１００以上とする

捨フ－プ
ベ－ス筋

ａ＝Ｄ　＋２ｄの範囲

ｂの範囲

主筋間隔の１．５倍かつ

３００以下

主筋間隔は２００以下

１

フック無しフック付

（５） 鉄筋のあき

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（６）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）

３．杭

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

鉄筋のフック

柱

梁

図の　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

異形鉄筋

但しｆ≦φの場合

ｆ＞φの場合は工事監理者の指示による

４００φ

８－Ｄ１３６－Ｄ１３

３００φ、３５０φ杭 径

補 強 筋

ＨＯＯＰ

現場打ちコンクリート杭（２）

４５０φ

１０－Ｄ１３

５００φ

８－Ｄ１６

６００φ

１０－Ｄ１６

４．基　礎

（２） 杭 基 礎

直接基礎（１）

丸　　鋼

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

Ｄ１０－＠１５０

４
５

ｄ

はつり部分

≧
１

５
ｄ

７
０

４
０

ａ

１

ｏ
ｒ

Ｌ ２

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ
１

４５゜～６０゜

１Ｗ
５００＜Ｈ≦１０００ Ｈ

２－Ｄ１６以上

３
－

Ｄ
１
３

３００

Ｌ
２

Ｌ
２

梁
幅Ｌ １

Ｌ２

ｌｏ

ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ

Ｌ ２２０ｄ

以上

地中梁上端筋

地中梁下端筋

主筋

主筋

Ｂ．Ｌ下端

地
中

梁 Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

＠
１

５
０

１２５

３０～５０

ＨＯＯＰ　２　Ｄ１３以上

Ｌ１

鉄骨柱Ｄ

ハンチ ハンチ梁幅

２－Ｄ

梁
幅

ハ
ン

チ＊
２

－
Ｄ

｝

＊｛

Ｂ．Ｌ下端

以上

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

　
＠

１
０

０

か
つ

２
Ｄ

以
上

１５０

３０～５０

Ｌ
１

ＨＯＯＰ　２　Ｄ１３以上 鉄骨柱Ｄ

以上１２５

４
０

ｄ
以

上

（３） 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（４） 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）

地中 梁 の主 筋 、ス タッ ド ボル ト （ス タッ ド

ジベ ル ）に よ る、 おさ ま りに 注 意す る

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

１

６～８

柱

（１）

（２）

べた基礎

基礎接合部の補強

５．地中梁

（１） 独立基礎、杭基礎の場合

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．②の鉄筋はＤ１３以上

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　　但し上筋と下筋を読みかえる

１Ｗ　の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

　　配筋は同厚の壁リストにならう

（定着、継手）

②

①

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

＊ ＊ ＊

＊

＊

＊

＊印筋はＤ１０－＠２００とする

Ｈ≦５００は＊印筋は不用とする

（２） 布基礎、べた基礎の場合 （定着、継手）
※ 上端 主 筋の 定着 は 、や む を得 ない

　 場合 、 上向 きと す るこ と がで きる

＊
＊

外　端　部 内　端　部

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする

ベ－ス下の施工を慎重にする

２

上端筋継手範囲 上端筋継手範囲下端筋継手範囲

ｌｏ／４

Ｌ
２

ｌｏ

ｌｏ／４ ｌｏ／２

Ｌ
２

Ｌ ２

＊

＊

外　端　部 内　端　部

Ｌ ２

上・下端筋継手範囲

Ｌ２

２
Ｌ

 
 
+
5
d

２０ｄ

２０ｄ２０ｄ ２０ｄ

２０ｄ ２０ｄ

ｈ
ｏ
／

４
ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ
／

２

標
準

１
０
０

０

ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ
／

２

４
０

０
以
上

４
０

０
以

上 Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ １５０以上

ｈ
ｏ

／
２
＋

１
５
ｄ

ｈ
ｏ

／
２

＋
１

５
ｄ

Ｄ

１５０以下

１５０以下
Ｐ１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

｝
４ｄ

６
ｄ

８
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

１３５゜

１５ｄ

Ｌ

１
２
ｄ

１
２
ｄ

１２ｄ

Ｌ

５ｄ

２ｄ ２ｄ

ｆ

柱Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

１
．
５

Ｄ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

柱Ｄ

Ｌ
２

柱
Ｄ

ｅ

１
０

０
１

０
０

１
．

５
Ｄ

Ｌ
２

Ｄ

ａ

Ｌ
２ Ｌ

Ｄ１

ｅ

１５ｄ

４
０

０

ａ

ａ

ａ

４
ｄ

ａ

４
ｄ

ａ

梁
Ｄ

２

２
２

１

（５） （８） 二段筋の保持

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

注１．１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

注２．①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

１

１

１

１

６ｄ

６ｄ

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

ｅ≦Ｄ／６

６φ－＠１０００

ｅ＞Ｄ／６

６ｄ

ａ＝１．５×（呼び名の数値）

６φ－＠１０００

６．柱

（２）（１） 柱主筋の継手 柱主筋の定着

（３） 帯　　筋

継手の好ましい位置

圧接継手 重ね継手

鉄筋のフックは目頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所に付ける

第１帯筋

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

５ｄ以上

１０ｄ以上

ｆは片面溶接１０ｄ

末端部の添巻は１．５巻以上

とする

Ｌは中間部５０ｄかつ３００以上

イＨ型 ロＷ型（溶接型） 型）（タガ型） ハＳ型（スパイラル

（４） 斜め柱・斜め梁

○柱幅と斜材幅が異なる

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

主筋の位置をさける

注３．フックおよび継手の位置は、

交互とする

第１帯筋

両面溶接５ｄ以上

Ｌは５０ｄ以上かつ３０㎝以上とする

○柱脚で斜材となる

口　型

日　型

皿　型

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

35dまたは25dﾌｯｸ付

30dまたは20dﾌｯｸ付

30dまたは20dﾌｯｸ付

35dまたは25dﾌｯｸ付

35dまたは25dﾌｯｸ付

30dまたは20dﾌｯｸ付

35dまたは25dﾌｯｸ付

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

絞り

Ｓ－０２城東地区コミュニティセンター建設等工事 鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１） R5.1



★

工事名称

★

図面名 縮尺 訂正

★

承認担当

★★

日付

★ ★

備考

★
藤川設計株式会社

一級建築士登録

田中　富士夫

222551A2：－

A3：－
Ｓ－０３

ｂ小梁の定着

ｃ片持梁の定着

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

１
８
０
゜
曲
げ

７．大梁、小梁、片持梁

ａ大梁

（イ）原則として　ａのフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

　　　両側床版付（Ｔ型）梁でｃ又はｂとすることができる。

（ロ）フックの位置はａにあっては交互、ｂにあってはスラブ側とする。

ＳＲＣの場合

柱幅

フック付

＊

２Ｌ　
＋５

ｄ

６ｄ

８ｄ

４ｄ

４ｄ

Ｂ

Ｌ　

Ｌ　

Ｄ

Ｌ　

Ｌ　

Ｌ　

Ｄ

２０ｄ

ＣＬ
ｌｏ／４

　
＋
５

ｄ
２

Ｌ
　

　＋５ｄ
Ｌ　

ｌｏ

　＋５ｄＬ　

Ｌ　

ＣＬ

１
５

０
以
上

Ｌ　

２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

ＣＬ

ｌｏ／６

１／２Ｂ １／２Ｂ
ｌｏ

θ＝４５゜

Ｌ　１５ｄ

２５ｄ

ＣＬ

８
ｄ

６ｄ ６ｄ

８
ｄ

４
ｄ

６ｄ

６ｄ

２　ｌｏ／３

ｌｏ

ｌｏ／２ ｌｏ／４

ｌｏ

（４）

（５）幅止め筋の本数、加工

あばら筋の型

あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）

（２）大梁主筋の継手

定着（１）

４
ｄ

２

２

２

２

２

２

１

２

一　般　階

平　面

正

面

平面

つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき）

最　上　階

柱幅が大きい場合

折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする

正　面

柱幅が大きくて、直線部だけで

　がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテ－ル長　　

以上又は　　フック付とする

＊

（ ）

あばら筋

を入れる

は継手の好ま

しい位置

つりあげ筋

腹筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

幅止め筋

１ ８ ０ ゜

１ ５ ０

斜めでもよい

斜めでもよい

下向きでもよい

先端 端部

印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

連続端
最終端

Ｄ＜６００不要

６００≦Ｄ＜９００　　　２－Ｄ１０（９φ）１段

９００≦Ｄ＜１２００　　４－Ｄ１０（９φ）２段

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

腹　　筋

幅止め筋

１２００≦Ｄ　 　　　Ｄ１０（９φ）＠３００以内

ｌｏ／４

ｌｏ／４

ｌｏ／４

ｌｏ／４ｌｏ／４D D

Ｌ　２

２

２

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

２０ｄ
２０ｄ

２０ｄ

８．床　板

ｂ一般床スラブ

ａ軽作業の土間

ｂ間仕切壁との交叉部

ａ片持床スラブ
Ｌ　

肩筋Ｄ１３以上

Ｄ
Ｄ

Ｌ１

Ｌ
１

７５～１００ ６０

２５ｄ

ｌ　ｘ

ｌ
　 ｙ

１５ｄ

１５ｄ

１
０

ｄ
以

上

１０ｄかつ１５０以上

２Ｌ　 Ｄ１３

１２００×６００以下

Ｄ１３

６００

３００ ５０

２
０

０

２５０

（１） 定着および継手

（８） 打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

（７） 釜場

土間コンクリ－ト（６）

スペーサー（9）

２

ｌx／４ ｌx／４

ｌ
x／

４
ｌ

x／
４

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

継手位置は原則として下表による。

短　辺　方　向

長　辺　方　向

長辺・短辺方向

上端筋

下端筋

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

バ－サポ－ト

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－１５０＠

Ｄ１３－２００＠ダブル

２－Ｄ１６

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋

標準図

・無筋部分Ｄ１０－＠２００　長さ８００以上

１

２－Ｄ１６

（１）の２－（３）による。

・設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ　以上

スペサーは鉄製で脚部にプラスチック製のカバーの付いたものを使用すること。

折曲

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
２Ｄ

Ｄ Ｄ
以
下

Ｄ１３

Ｌ

Ｌ １

２
Ｌ

床板開口部の補強（開口の径５００程度の場合）（４）

（５） 床板段差

１

１

１

１

１
１

１

１

１

床板厚さＤ 周　囲 斜　め

　　　　Ｄ≦１５０ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

１５０＜Ｄ≦１５０

２００＜Ｄ≦１５０

各１－Ｄ１３

孔と 孔の へ りあ き １０ ０以 上

周 囲 補強 筋

斜め 補 強筋

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

注）設備の小開口が連続してあく場合

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

　　を開口をさけて補強する。

全断 Ｌ

２Ｄ

Ｌ

Ｄ１６

Ｄ Ｈ

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

Ｄ１０－＠１５０

１

１

全断

＊

ｌ

ｌ

（２）

ｂ＊の個所（入隅）は各階補強する

ａ補強筋は各5－Ｄ１３L=1,500とし、

屋根スラブの補強

 屋根、1階スラブは上端筋の下に配筋する

（３） 片持ちスラブ出隅部補強

1l

l
2

l 1/2
一般床版配力筋

（出隅受け部配筋）

l
1/
2

出隅受け部

注 l1≧l2とする

出隅部

※出隅受け部補強筋は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

出
隅

部
分

の
補
強

筋

L
3

(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

D
1
3
、

下
端

筋
は

D
1
0
を

設
け

る
)

L
3
は

下
端

筋
の

定
着

L
1

（出隅部分補強配筋）

1l

l
2

L 1l

L 3

出隅部の補強筋

注 l1≧l2とする

1/2
一般床版配力筋

l
1/
2

９．壁

１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強（ ）

ａ梁に

ｃ床に

ｄ壁と壁（平面図）

ｂ柱に（平面図）

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ

Ｌ

Ｌ
２

２

２

Ｌ２

２Ｌ

Ｗ

ｔ

Ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｈ

Ｌ ２

２

２

１

１

Ｈ

１２０以上

１５０以上

１
０
０

以
下

ｔ

Ｌ
Ｌ

１
１

Ｌ Ｌ２ ２

ｔ

Ｌ
１

Ｌ Ｌ２ ２

Ｌ
１

ａ

ａ

ａ

Ｂ

３
０

０

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ

１０００

１０００

Ｌ２ Ｌ２

３００

３００

２
Ｌ
　

ａ

Ｌ 　か つ 柱中 心 線を 超え る２

２Ｌ　

２
Ｌ

　２
Ｌ
　

２
Ｌ
　

程 度
１ ５ ０

１ ５ ０ 程 度

を
超

え
る

２
Ｌ

　
か

つ
柱

中
心

線

（１） 柱

コンクリ－トブロック帳壁（４）

（３） 手摺、パラペット

スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）

（１） 定着

Ｌ ２ Ｌ ２ Ｌ ２ Ｌ ２

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

手摺 パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

ハ ッチ 部 分は 増打 コ ンク リ －ト を示 す 。

＊ 柱と 同 様、 同ピ ッ チと す る。

ハッ チ 部分 の 面積 Ａｃ ｍ
２

（ 非耐 力 壁と ス ラブ が取 り 合う 場 合）

スラ ブ に上 端筋 が ない 場 合

イは 壁配 筋 と同 じ

（ 但し 、 Ｈ＞ ８ ００ 以上 の 場合 、

設 計図 に よる ）

横 筋の 配 置は 上 下端 とも

梁、 又は 床 面に 一 段目 を

配置 する 。

ス ラブ に上 端 筋が あ る場 合

受筋Ｄ１０

受筋Ｄ１０

イ

イ

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３ Ｄ１３

シングル配筋

２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

ダブル配筋

Ｗ≦ Ｄ ／６ か つ１ ０ｃ ｍ

ｔは 階高 の １／ １ ００ 程度

柱 に定 着 はシ ン グル 配筋 と する
ス リ ット 部の 鉄 筋の 破 り厚 さは

２ － （４ ）か ぶ り厚 さ の表 、最

少 か ぶり 厚さ 以 上と す る。

柱

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１５０ダブル

Ｄ１０－＠２００ダブル

５００≦Ａ＜１０００ １０００≦Ａ＜１５００

Ｄ１３

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠４００

Ｄ１３

Ｄ１３
Ｄ１０＠４００Ｄ１３

補 強タ テ 筋

＊ Ａ＜５００

＊印 は補 強筋

４－Ｄ１６ ６－Ｄ１６３－Ｄ１６

縦筋 は 、柱 面 に

一本 目 を配 置 する 。

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること

注）ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

ａ 及 び ａ 60～ ２ ０ ０

１１．梁貫通孔補強

１２．増築予定（ ）

＊

Ｄ

Ｌ２

＊
＊

Ｄ

Ｌ
２

２
Ｌ

φ

Ｌ
１

≧Ｌ １

≧
Ｌ

１

≧Ｌ １

≧Ｌ

≧
Ｌ

１

＊

Ｄ

５
０

５０

５０

５
０

５０

２φ ２φ

２
５

０
以

上
２

５
０

以
上

４５゜

ｌｏ／４ ｌｏ／４

ｌｏ

φ１ φ２

３
０
０

３００

Ｄ／３

梁（２）

（１）

鉄筋標準配筋（２）

（３）

１

既製品

製品を使用すること)

(既製品を使用する場合は、建設省の技術評定を取得した製品、または建築センターの評定を取得した

(50φ以上の貫通孔は補強を行うこと。50φ未満の貫通孔の補強の有無は監理者に確認すること.)

設置可能範囲

φ ＞２ ５ ０

孔 補強 の 有効 範 囲と

定 着長 さ のと り 方

確 認さ れ た部 分 は右

記 の位 置 、寸 法 によ

ら なく て 良い 。

＊ 部分 に つい て 計算 で

補強 筋で Ｄ １３ は Ｄ１ ６又 は 、

２－ Ｄ１ ３ は３ － Ｄ１ ３と 、 各々

読 み か え る

（ φ １ ＋ φ ２ ） × ３ ／ ２ 以 上 ，

＊梁 幅が 、 ４０ ０ を超 える 場 合は

将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

（１）柱、梁 （２）地中梁 （３）床版、壁

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

補強筋

Ｄ１０

補強筋

あ
ば
ら
補
強
筋

望 まし い 範囲

あばら補強筋

補強筋

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

・梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

　以上）とする。

　とする。

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

１５０＜φ≦２５０

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

巾止メ筋

　縦筋　ＳＴ２－Ｄ１３
上

下

□リング型　　□パイプ型　　□金網型　　□プレ－ト型

5０≦φ≦１００

但しφ≦Ｄ／３とする(50φ以上の貫通孔は補強を行うこと)

・ａは６０～２００程度。

柱面から梁せい(D)の範囲は貫通孔を設けないこと。

※止むを得ず梁せい（Ｄ）の範囲に設ける場合は設計者又は工事監理者と打合せのこと。

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

貫通孔が連続して間隔等がとれない

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

城東地区コミュニティセンター建設等工事 鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2) R5.1



★

工事名称

★

図面名 縮尺 訂正

★

承認担当

★★

日付

★ ★

備考

★
藤川設計株式会社

一級建築士登録

田中　富士夫

222551A2：－

A3：－
Ｓ－０４

１．一般事項

下向　Ｆ 立向　Ｖ

    但し、ベースプレートの厚さは除く

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(c) 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(b) 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

    グリットブラストによる処理で表面粗さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

(c) 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

    るように注意して行う。

（３）高力ボルト接合

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(b) 溶接技能者

    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）又はJISZ3841（半自動溶接）

    （ハ）サブマージアーク溶接機一式

    （ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

    （ホ）溶接電流を測定する電流計

(c) 溶接機器

    アーク手溶接(MC) ガスシールドアーク半自動溶接(GC)

アークエアーガウジング(AAG)

(d) 溶接方法

(e) 溶接姿勢

    （イ）交流アーク溶接機 300A～500A

    （ロ）アークエアーガウジング機（直流）

（４）溶接接合

良仮付不良良仮付不良

    組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(f) 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

    （イ）仮付位置

仮付溶接

裏はつり側にする 開先面

    （ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

35mm以上
かつ2t以上

t

r スカラップ
r=30～35mm

r=10

r=35

G
θ

 G:ルート間隔
θ:開先角度

（ニ）ノンスカラップ工法

(g) 溶接施工

     Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

     　　NGC、GC:40mm以上とし特記のない場合は、

     　　溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

     　　グラインダー仕上げとする

     Ⅲ）エンドタブの長さは、MC:35mm以上

     但し、溶接性能が確認でれば監理者の承認を得て変更することができる

    （ロ）裏当て金

    　　　但し梁成がD=150mm未満の場合はスカラップはr=20mmとする

     材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする

    （ハ）スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする

     規準図の溶接においてＡＡＧと記載がある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に

     確認マークを付ける

    （ホ）裏はつり

（１）材料及び検査

    等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

（５）塗装

    コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

    なっている部分は、塗装をしない

     養生を行う

（２）工作一般

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

    （イ）エンドタブ

     Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

(a) 構造設計特記仕様による

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

    （ヘ）溶接棒乾燥器

    セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(NGC)

横向　Ｈ 上向　Ｏ

     Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る

裏当て金

    （ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めないように

(a) 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

1

t1S S

・但し片面溶接の場合はS=tとする
・tはt1、t2の小なる方とする
　余盛は(1+0.1S)mm以下とする
・軸力が加わる場合のSは母材と同厚
　とすることが望ましい

（平継手　Ｔ形継手）

f

R≦2

f

θ=45°

3

t
S

7以下
6

8～10
7

11～13
10

14～16
12

t≦16mm

t/4 ≦ f ≦ 10mm

f

θ=45°

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

G=0～2

θ=60°
f

R≦2 t2/3t
1/3t

t
F,V

6<t<19mm
溶接姿勢

t/4 ≦ f ≦ 10mm

T形突合せ継手余盛

5

t

t
F,V溶接姿勢

t≧19mm

G=0～2
f

（裏はつり後裏溶接）
G=0～2

（裏はつり後裏溶接）

（平継手で板厚が異なる時）

t t2
a

t1

2.5
1

削り面

6

t
F,V溶接姿勢

6<t≦19mm

f

R≦2

L

25mm以上

G

t/4 ≦ f ≦ 10mm

θ=45°

t
t1

f

R≦2

θ=45°

f

R≦2

G

25mm以上
L L

t1

t

（但し、t≧15mmの時 4.0mmとする）

0 < f < 3.0mm
（但し、t≧15mmの時 4.0mmとする）

45°
G
6

t1
6

L
5

θ θ G t1 L
45°6 6 5
45°6 9 835°9 9 8

35°9 9 8 35°9 9 8
溶接姿勢

t mm
6≦t<12
12≦t<16
16≦t

MC  NGC GC

F,V

7

2

D1D1
t

f f
θ=60° θ=60°

G=0

（使用箇所に注意）

t1

t
溶接姿勢 F,V

t>16mm

R≦2
t/4≦ f ≦10mm
t≦t1

8

K形の場合

t2

S

のど厚t mm 余盛高さmm
t≦4 1

4<t≦12 2
12<t≦19 3

19<t 4

SBφ
寸法 (mm)

479
13
16
19
22
25

8
9
10
11
12

4.5
5
6
7
8

S
t

B

θφ

プレート

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

　溶接棒角度θは30°～40°とする

4

θ G t1
6
9
9

L
5

8 9 9 8

θ G
6
6

t1
6
9

L
5

MC  NGC GC

6
9
9

5
45°
35°
35°

45°

35°
45° 5

F,V溶接姿勢

t mm
6<t<12

12≦t≦19
19<t

２．溶接規準図

（１）隅肉溶接

（２）部分溶込み溶接

（３）完全溶込み溶接

（４）フレアー溶接

（単位mm）
（注）f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース S:脚長　

θ

0 < f ≦ 3.0mm t2/4 ≦ a ≦ 10mm

1
0
0
以
上

内ダイアフラム

※ 1

4

25以上かつ
エンドタブが交互に
当らぬこと

4

2
5
以
上

25以上

ガス抜き
φ=20

※ 7

7

4

※

t

はりフランジは、通しダイア

溶接すること。

フラムの厚み（t）の内部で

7 ※

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

＜柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合＞

ダイアフラムは、 柱フランジ厚　16mm未満の場合　SN490C　SM490B

柱フランジ厚　16mm以上の場合　SN490C　を使用する。

※1

（通しダイアフラムの場合）

鋼材種別による溶接条件

t
θ

フランジが柱のRに
接しないこと

内ダイアフラム

4

t>柱フランジのプレート厚
θ=75°～105°

大梁が斜めの場合は
溶接と添板の内側板
に注意のこと

※

※

2 ※ t>16mmの場合の溶接は、

柱が途中で折れる場合

及 梁成が異なる場合

490N級鋼

400N級鋼 JIS Z 3312

JIS Z 3315

YGW-11,15
YGW-18,19
YGA-50W,50P

JIS Z 3315

YGW-11,15
YGW-18,19
YGA-50W,50P

JIS Z 3212,3214

JIS Z 3312

鋼材の種類 溶 接 材 料 パス間温度(℃)入熱(KJ/cm)

40 以下

40 以下
30 以下

40 以下

350 以下

350 以下
250 以下

350 以下

注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312 のみ使用可

鉄骨製作認定工場のグレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

1
5
0以

下

80以
下

※

内ダイアフラム

4

※ 7 ※

※1

※ 1

又は2※ t>16mmの場合の溶接は、7 ～ とする。3 5

※※ 印は設計者が記入すること

※ 1

7

※1

4

※1

スカーラップ部分は
回し溶接する

※1

※17

4

※1

※1

4

4

※ 1

4

※ 1
※1

※ 1

※1

※※ ※※

※1

※※

4

4

4

※1

※ 1

4

4

又は2 ～ とする。3 51 ※ t>16mmの場合の溶接は、

1

A

A

A 断面

A 断面

4

4

4

4

※ 1

※ 1

4

4

※1

※1

-A A 断面図

-A A 断面図

平面詳細

平面詳細

型

BOX型

B.H方式

2

7

スカーラップ部分は
回し溶接する

内ダイアフラムの場合は柱
の角のRに接しないこと

JIS Z 3211,3212,3214

4

※ t>16mmの場合の溶接は、

～ とする。3 5

～ とする。3 5

2

鉄 骨 構 造 標 準 図（１）

城東地区コミュニティセンター建設等工事 鉄 骨 構 造 標 準 図（１） R5.1
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工事名称

★

図面名 縮尺 訂正

★

承認担当

★★

日付

★ ★

備考

★
藤川設計株式会社

一級建築士登録

田中　富士夫

222551A2：－

A3：－
Ｓ－０５

鉄 骨 構 造 標 準 図（２）

３．継手規準図、その他

呼び径 d
ボルト

穴　径 (1) (2) (3) (2)(3)の標準 最小 標準

最小縁端距離 (e) ピッチ (P)

40

40 60

22 50 34 26 50 60

24 55 38 28 55

26 60 44 32 45 60 70

(
 )

内
は
ボ
ル
ト
示
す

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

M20

M22

M24

18 40 28 22 40 40 60M16

28 22M16 21 (16.5) (40) (40) (60)

(40) (60)M20 25 (20.5) 34 26 (50)

(40) (60)M22 27 (22.5) 38 28 (55)

(45) (60) (70)M24 29 (24.5) 44 32

M27 32 49 36

M30 35 54 40

M34以上 呼び径＋５ 9d/5 4d/3

　　　(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ボルト穴径・最小縁端距離　(mm)

e
e

P
P

e e e e PL-(2)
(両側)

PL-(1)
1

< TYPE-1 >

TYPE PL-(1) PL-(2) N - 径

3 Ｈ－125・60・6・8 6 2-M16

3 6 2-M16

6 2-M16

6 2-M16

6

Ｈ－150・75・5・7

2 Ｈ－175・90・5・8

2 Ｈ－200・100・5.5・8

2 Ｈ－250・125・6・9 3-M16

2 Ｈ－300・150・6.5・9 9 3-M20

2 Ｈ－350・175・7・11 9 4-M20

Ｈ－350・175・7・11 4-M201 9 6

2 9

4-M201 9Ｈ－400・200・8・13

Ｈ－400・200・8・13

9

5-M20

（２）ピン接合梁継手リスト

ee

PL-(1)

P
e

101

< TYPE-2 >

N

10

符号 部　　材

(SCSS-H97による)

e
e

P
P

ee eP P
10

e

N1(片側)

N2(片側)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

PL-(2)

PL-(1)
10

e e e e

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

（４）ハンチ部の継手

リブプレート

r>8t以上
ハンチ起点は避けた方がよい

Ft1

Ft1 Ft2

Ft2

Wt1 Wt2

Ft1-Ft2

Wt1-Wt2
≧1mm フィラプレート併用のこと

　　　(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

r : 半径  t : 板厚

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)

N(片側)

符号 部　　材
PL-(1) PL-(2) N1 - 径 PL-(3) N2 - 径

フランジ ウェブ

（３）剛接合梁継手リスト

e

PL-(1)

101 eP
e
e N

< TYPE-3 >

［注］(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

e

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが設計図による

フランジ及びウェブ厚に差のある場合

1

B2 B2

B1

外
P
L
-
(1
)
 
内
P
L
-
(
2)

e

L

P
P

P
e

e

N1

B1

外
P
L
-
(1
)
 
内
P
L
-
(
2)

L

e
〃

〃
e

e
e

45
45

45
45

B2 B2

N1

15040 40

B1

外
P
L
-
(1
)
 
内
P
L
-
(
2)

e

L

P
P

P
P

e
e1
0

e

B2B2

140
(90) (90)

N1

B1= 300
B1 B2

150 60

175

200

250

300

350

400

70

80

100

110

140

170

e
P

B1= 350(400)

PL-(2)
PL-(3) PL-(3)

PL-(2)

PL-(1)PL-(1)

e
P
L
-
(
3)

D≦150 D≦300

L

e
e

e
P

1
0

e

L

e
e

e
P

P
1
0

e

e e e

P

P P

N2 N2

P
L
-
(1
) P
L
-
(2
)

P
L
-
(1
)

PL
-
(
3
)

エレクションピース

1

35以上 35以上

4

4

Bタイプ

4

Cタイプ

4

Aタイプ

符号 部　　材
PL-(1) PL-(2) N1 - 径 PL-(3) N2 - 径

フランジ ウェブ

注］現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

（５）柱継手リスト

1

B1≦ 250

Aタイプの使用は
柱 D=250mm以下とする

高力ボルト：F10T(S10T)

鋼　　　材：SS400級

ePPP

P:ピッチ
e:はしあき

２．ボルトピッチ及びはしあき

軸　径

ピッチ(P)

はしあき(e)

16

60

40 40

60

20

１．使用材料

３．ガセットプレートの種類

L

2S
以
上

2S
以
上S

gt:ガセット
   プレート厚
   (mm)

L

S

gt:ガセット
   プレート厚
   (mm)

L1

L2 L=L1+L2

S

gt:ガセット
   プレート厚
   (mm)

タイプ① タイプ② タイプ③

・共通事項

【端部プレート】

・M12～M22の場合

Ss

・M24～M33の場合

e3 P e1

e2

Ss

e1e3

e2

P e1

e2

(a) 丸鋼接合表（JISターンバックル筋かい）

e1

B

単位:mm

1
0

1
0

70 70

（６）引張ブレースの接合方法

部 材 ボルト
Ss

(mm) プレート
e1

(mm)

M-12 1-M12 100
FB-4.5
PL-4.5

35
19
22

M-14 1-M16 115
FB-6
PL-6

40
25
28

M-16 1-M16 125
FB-6
PL-6

45
25
28

M-18 1-M20 140
FB-9
PL-9

50
32.5
34

M-20 1-M20 150
FB-9
PL-9

50
32.5
34

M-22 1-M22 165
FB-9
PL-9

55
37.5
38

M-24 2-M20 175
FB-9
PL-9

50
37.5
38

M-27 2-M20 200
FB-9
PL-9

50
45
45

M-30 2-M22 200
FB-12
PL-12

55
45
45

M-33 2-M22 225
FB-12
PL-12

55
50
50

(mm)

e3

(mm)

Lb

(mm)

gt

(mm) (mm)

B S L(mm)

① ② ③

短期
保証
荷重
(kN)

47 40 6 660 60 42 54 21.0

6 66052 50 61 43 55 28.7

59 55 9 70 8 80 56 72 38.6

66 60 9 70 8 80 56 72 48.0

66 75 9 80 8 97 65 81 60.6

73 85 12 80 10 100 70 90 74.7

70 85 12 90 10 112 76 96 87.7

72 90 12 90 10 145 93 113

83 95 12 100 10 177 109 129

114.0

139.0

90 110 12 110 10 217 129 149 172.0

(mm)

e2

端部プレート

Ss:調節ねじ長さ

gt:ガセットプレート厚さ

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

Lb:溶接長さ（最小）

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

ガセットプレート

gt:ガセットプレート厚さ

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

部　材 gt

(mm) (mm) (mm)

B S L(mm)

① ② ③

短期許容

耐力(kN)

L-65×65×6 9 90 8 170 101 117 105.6

9

9 8

9 8

9

9 8

L-75×75×6 95 8 202 117 133 126.8

L-75×75×9 125 291 162 178 180.8

L-75×75×12 160 362 197 213 232.6

L-90×90×7 125 8 282 157 173 176.9

L-90×90×10 165 389 211 227 242.0

L-90×90×13 12 160 10 395 218 238 305.5

L-100×100×7 9 135 8 303 168 184 201.6

9 185 8 443 238 254 277.3

L-100×100×13 12 180 10 448 244 264 351.3

ボルト

5-M16

5-M16

5-M16

6-M16

5-M20

5-M20

6-M20

4-M20

5-M20

6-M20

L-100×100×10

P P P Pe e

B

ガセットプレート

(b) 山形鋼（シングル）接合表

P P P Pe e

B

(mm) (mm) ①

9 8

9 8

12

12 10

5-M16

5-M16

5-M20

2L-65×65×6 165 339 216 232 303.0

2L-75×75×6 190 474 253 269 359.4

2L-75×75×9 12 205 10 531 286 306 503.4

2L-75×75×12 7-M16 12 260 10 667 354 374 633.2

2L-90×90×7 12 205 10 529 285 305 502.0

2L-90×90×10 5-M20 12 270 10 733 387 407 695.6

2L-90×90×13 7-M20 340 10 933 487 507 886.0

2L-100×100×7 5-M20 12 225 10 598 319 339 567.8

2L-100×100×10 6-M20 12 305 10 832 436 456 789.6

2L-100×100×13 8-M20 385 1062 551 571 1008.2

部　材 ボルト

ガセットプレート

gt

(mm)

B S L(mm)

② ③

短期許容

耐力(kN)

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

gt:ガセットプレート厚さ

5-M20

(c) 山形鋼（ダブル・背合わせ）接合表

(d) 溝形鋼接合表

P P P P

B

e e
(50) (50)

BG

404545〃〃〃〃40

[-100･50･5･7.5
[-125･65･6･8

( )内は の場合

筋かいせい G

150

単位:mm

40

部　材

ガセットプレート

gt

(mm) (mm) (mm)

B S L(mm)

② ③

短期許容

耐力(kN)

[-100×50×5.0×7.5 1309 8 161 177 166.1

9

8

9 8

180 8 229 245 248.8

ボルト

列

1 列

1 列

本-径

5-M20

6-M20

8-M20 9 240 295 311 334.7

千 鳥 9-M20 300 382 398 434.5

10-M20 12 300 10 394 414 540.0

1 列 5-M20 12 205 10 288 308 508.5[-100×50×5.0×7.52

1 列2

2

2

2

[-125×65×6.0×8.0

[-125×65×6.0×8.0 6-M20 16 220 13 327 353 742.1

[-150×75×6.5×10.0

[-150×75×6.5×10.0

千 鳥

8-M20 16 305 13 440 466 1022.0

[-150×75×9.0×12.5

[-150×75×9.0×12.5

千 鳥

千 鳥 10-M20 16 380 13 557 583 1309.8

[-200×90×8.0×13.5

[-200×90×8.0×13.5

2 列

2 列 12-M20 19 410 16 565 597 1618.2

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

gt:ガセットプレート厚さ

（７）柱脚

二重ナット
等の戻り

止め

座金

ベース
プレート
厚≧1.3d

アンカー
ボルト径

(d)

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

ア
ン
カ

ー
ボ

ル
ト
孔

径
≦

d
+
5m
m

等の措置)

の径に応じ、表に
示す数値以上)

縁端距離(ボルト孔

根
巻
き

部
分
の

高
さ

(
≧

柱
幅

×
2
.
5
)

帯筋(令77
条を準用)

H

D

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

柱幅
(DとHのいずれか
大きなほう)

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

柱
の

埋
込
み

部
の

深
さ

(
≧
柱

幅
×

2
.
0)

コンクリート
のかぶり厚さ

(柱幅以上)

U字形補強筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

U字形
補強筋

(定着長さ≧20d
かぎ状に折曲げる

アンカーボルト

注）許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

（８）デッキスラブの補足材

1
50-400

1
50-400

PL-1.6
e

300以下 600以下

1

L-50x50x6 @≦600

1
50-400

PL-3.2

PL-1.6e

1
50-400

L形鋼

1
50-200

1
50-200

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い

・梁端部（内法スパンLoの1/10以内かつ、2D以内）は避ける

・φ≦0.4D

D

2
φ

'

φ
'

2φ

1

1

φ
'

φ1

スリーブ径

φ≦ 0.15D

φ≦ D/4

φ≦ D/3

φ≦ 0.4D

補強板不要

Web板厚x1.2倍以上(片面)

Web板厚以上(片面)

Web板厚以上(両面)

補　強　板

プレート補強（片面又は両面）

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2
・φ’は補強板の穴径を示す

（９）梁貫通補強

※設計図に既製補強金物の指定がある場合は

そちらを優先すること

S-06図部材リストによる。

城東地区コミュニティセンター建設等工事 鉄骨構造標準図(2) R5.1



★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★ ★

承認 備考

★

図面名称工事名称

藤 川 設 計 株 式 会 社城東地区コミュニティセンター建設等工事
一級建築士登録　222551

田中　富士夫

A2:1/100 1/20

A3:1/141 1/28

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

□-150×150 ～ □-300×300 用

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３
０
ｍ
ｍ

1

3

1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

2021年4月作成

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質
SN490B 【JIS G 3136】
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３．５ 注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
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寸法(mm)

ベースプレート

採用
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φ50
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4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39
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4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法
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SN490B
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SN490B
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材質 形状
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アンカーボルト柱

外径 板厚
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寸法W(mm)

フレームベース
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寸法X(mm)

フレームポスト間
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J寸法

(mm)l1 l2
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260
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（イ）
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（ハ）

（ハ）
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ベースパック

t

28
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32
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36
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36
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d(mm) (mm)

A

A

A
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C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト
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ルート間隔G(mm)
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ルート面R(mm)

標準値 許容差

2
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(-3,+∞)
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(-3,+∞)
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開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なしCO ガスシールドアーク溶接

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管
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図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差
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容
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準
許

e1
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柱心 テンプレ－ト
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アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A
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C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

２ベースパック　型

２

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ

2 2

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

２

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

低水素系被覆アーク溶接

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース
パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。
●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

普通コンクリートとし、設計基準強度

2

ベースパック柱脚工法　標準図 Ｓ－０６R5.1
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ポリエチレンフォームt=25

砕石t=120

土間コンクリートt=120

鉄筋D10@200縦横共

基礎伏図　1/100 土間伏図　1/100

１Ｃ１ １Ｃ１

１Ｃ１ １Ｃ１
１Ｃ２

１Ｃ２

１Ｃ２

１Ｃ２１Ｃ２１Ｃ１１Ｃ１

ＣＳ１

は、ABOLT M12＠1800を示す。

FL-30

FL-50

FL-3

Ｐ３Ｐ３

砕石t=120

土間コンクリートt=120

鉄筋D10@200縦横共

Ｓ－０７

※　長期地耐力　30kn/ｍ2

R5.1

ポリエチレンフィルムt=0.15

ポリエチレンフィルムt=0.15

※　建具敷居埋込部分の土間コンクリート
高さH=50㎜下げること

※　基礎、土間コンクリートFc24+S

Ｃ２
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藤 川 設 計 株 式 会 社城東地区コミュニティセンター建設等工事
一級建築士登録　222551

田中　富士夫
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城東地区コミュニティセンター建設等工事 梁伏図　部材リスト
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※　大梁継手部の添板は、母材同等とする。
梁 断 面 リ ス ト　 ※　その他部材は、SS400、SSC400とする。
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※　通しダイアフラム厚さは、構造詳細図による。
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藤 川 設 計 株 式 会 社城東地区コミュニティセンター建設等工事
一級建築士登録　222551

田中　富士夫
構造詳細図 A2:1/30

A3:1/42
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